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論文審査の要旨

卵巣腫療は多様な組織型を示すことが知られ、その発生母地についても諸説があ

る。明細胞腺癌と類内膜腺癌はいずれも子宮内膜症性嚢胞から発生することが知ら

れるが、前者がより悪性度が高く予後不良である。本研究では、この両者が異なった

発生経路を有することを示すため、正常卵巣表層上皮、卵巣皮質封入嚢胞、 E所性

子宮内膜、子宮内膜症性嚢胞、および、癌における、上皮マーカ~(EMA) 、中皮マ

ーカー(calretinin; CAL) 、ならびに、明細胞腺癌マーカー(HNF-l (3 ; HNF) の発現を

免疫染色により検討した。

卵巣表層上皮、卵巣皮質封入嚢胞、および¥分泌期・月経期子宮内膜で、の各マー

カーの発現パターンは、各々EMA-/CAL+/HN 匹、 EMA+/CAL 四/HNF 阻または

EMA-/CAL+ 圧制匹、および、 EMA 十/CAL-IHNF+ で、あったが、子宮内膜症性嚢胞で

は、 60% でEMA +/CAL-/HNF 十、 40% でEMA+/CAL-/HNF- で、あったO また、明細胞腺

癌ではEMA+/CAL-/HNF+ 、類内膜腺癌ではEMA+/CAL- 庄町F聞で、あったロ子宮内膜

症性嚢胞に、王所性子宮内膜の月経時腹腔内逆流からの移植によるものと、卵巣表

層上皮の最入・化生によるものが存在することに、今回の検討の結果を勘案すると、移

植性の子宮内膜症性嚢胞から明細胞腺癌が、化生性のものから類内膜腺癌が発生

すると考えられた。

この結論が確定されるためには今後のさらなる検討が必要であるが、子宮内膜症性

嚢胞由来卵巣癌の発生を明瞭に説明しうる意欲的な研究である。子宮内膜症性嚢胞

の発癌リスクの評価にも有用な知見になると考えられ、非常に重要な研究と見なされる。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに産婦人科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。
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